










































影響を受けることが予想される。例えば、McCullough, Emmons, & 

























































































　ボランティア関連の授業を受講している大学生のべ 267 名（18～22 歳）。
　調査 1　このうち感謝状況に関する質問紙に回答した者が 126 名（男性
52 名、女性 66 名、不明 8 名）、感謝される状況に関する質問紙に回答し
た者が 103 名（男性 20 名、女性 78 名、不明 5 名）の計 229 名。

















































































家族・両親 26 22 16 85
友人・恋人・サー
クルや部活の同期
55 30 42 14
部員・サークルの
人・知り合い
　7 　3 　5 　0
役割関係の人
先輩・後輩 12 25 16 　0
バイト先の店長・
先生・監督




　4 　4 　6 　1
店員さんなど顔な
じみ、周囲の人
　4 　8 　4 　7
その他 　0 　1 　0 　1
なし 12 25 28 11























家族・両親 10 10 10 15
友人・恋人・サー
クルや部活の同期
51 29 41 13
部員・サークルの
人・知り合い
　3 　6 　1 　4
役割関係の人
先輩・後輩 　5 11 　4 　1
バイト先の店長・
先生・塾の生徒




10 　9 15 　3
いろんな人・みん
な
　0 　0 　2 　2
その他 　0 　0 　0 　1
なし 18 32 24 60






























感謝感情経験 3.97 1.02 3.54 1.07 4.31 0.81 −4.31 ＜.001
肯定感情経験 3.36 1.00 3.02 1.02 3.63 0.91 −3.28 ＜.001
否定感情経験 1.14 0.34 1.22 0.45 1.09 0.22
負担感経験 2.60 0.89 2.51 0.87 2.65 0.90
被感謝肯定感情経験 2.47 1.00 2.07 0.82 2.55 1.01
被感謝否定感情経験 1.12 0.21 1.19 0.27 1.12 0.20
相手感謝感情認知 2.75 1.02 2.33 0.87 2.86 1.02 −2.12 ＜.05
相手肯定感情認知 2.57 0.98 2.31 0.93 2.64 0.99
相手負担感認知 1.59 0.58 1.48 0.52 1.61 0.60
感謝エピソード数 3.38 0.99 3.06 1.19 3.63 0.68 −3.06 ＜.001

















































値は 4、最小値は 0 である。性差を検討したところ、どちらも女性が男性
よりも多くのエピソードを挙げていた（表 3）。
互恵的対人関係意識尺度の分析
　想定した友人と仲良くなった場所は、小学校 39 名、中学校 48 名、高校








項目 互恵意識 損得意識 返礼意識 平均 標準偏差
26 私は、相手から支えられることに喜びを感じ
ることが多い。 　.73 　.19 −.11 5.10 1.26
12 私は、助けてくれる人がいることに喜びを感じる。 　.69 　.12 −.08 5.86 1.16
3 お互いに支え合う対人関係は望ましい。 　.63 −.04 　.07 6.15 0.96
9 相手がいてくれたから、頑張れたと思うことが多い。 　.60 −.05 −.01 5.56 1.31
16 助けてもらったとき、相手の好意や愛情を感
じることがある。 　.60 −.05 　.19 5.63 1.10
1 助けることによって、相手への好意や愛情が
伝わると思う。 　.57 −.02 　.12 5.47 1.26
24 人付き合いにおいて、相手から支えられてい
るという意識は大切である。 　.56 　.07 −.03 5.46 1.14
6 仕事の手伝いをしてもらったとき、相手も満
足してくれるとうれしい。 　.52 　.07 −.04 5.76 1.07
19 私は、相手を支えることに喜びを感じることが多い。 　.50 −.03 　.12 5.14 1.19
30 自分に負担があっても、相手の喜ぶ顔を見れ




−.06 　.80 　.07 2.88 1.20
20 相手のための苦労や負担には、何か見返りがほしい。 −.02 　.80 　.01 3.52 1.31
25 相手に利益を与えたなら、同程度の報酬を期
待してよい。 −.07 　.72 　.13 3.32 1.25
17 助けた相手には、私が払った負担をわかってほしい。 　.01 　.71 −.05 3.54 1.37
29 助けてあげたなら、次は自分が助けてもらえ
ると思う。 　.23 　.65 −.08 3.90 1.36
27 普段自分が助けている相手には、多少の無理
を言ってよい。 　.10 　.57 −.10 3.76 1.36
8 誕生日プレゼントをあげたら、自分ももらわ
ないと損だと思う。 　.13 　.56 −.08 4.10 1.49
13 助けた相手が喜んでいても、自分は損をした
ように感じるときがある。 −.23 　.54 　.15 3.41 1.49
21 私は、助けてもらったら、相手に借りができ
たような気になる。 −.03 　.14 　.61 4.22 1.45
28 私は、私を助けてくれた相手の負担が気にな
ることが多い。 　.02 　.03 　.60 4.70 1.29
7 相手に必要以上の負担をかけたくない。 　.11 −.10 　.59 5.73 1.15
2 一生懸命教えてもらったとき、うまくできな
いと申し訳なく思う。 　.14 −.15 　.53 5.29 1.32
18 何か物をもらうと、お返しのことが気になる。 −.11 　.27 　.51 4.04 1.49
15 私が助けを求めたとき、それに応えてくれた
相手には頭が上がらなくなる。 　.16 　.01 　.51 4.59 1.40
4 休日返上で私の仕事の手伝いをしてくれた相
手には、申し訳なさを感じる。 　.13 −.06 　.49 5.58 1.20
23 相手に負担をかけてまで、助けてもらうべき
ではない。 −.25 　.00 　.49 4.14 1.37
14 わざわざ予定をかえて相談にのってくれた相
手には、単なるお返し以上のことをすべきだ。 　.23 　.05 　.43 4.79 1.34






構成することとした。1 つの因子の因子負荷量が .40 以上で、かつ別の因
























互恵 　.28 　.33 　.30 　.15 　.15
損得 −.02 −.10 −.02 −.19 −.01












互恵 　.33 　.45 .00 .04 　.19
損得 −.08 −.04 .23 .08 −.13
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